
漢
　
字
　
音
　
に
　
於
　
け
　
る
　
促
　
音
　
の
L
表
　
示
　
法

一
、
序

茶
艮
時
代
語
に
本
来
音
砧
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
促
音

の
、
そ
の
発
生
か
ら
音
出
と
し
て
の
定
着
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま

で
種
々
の
形
で
論
じ
ら
れ
て
来
た
が
、
本
筋
に
於
い
て
も
、
細
部
に
於
い
て

も
、
い
ま
だ
説
き
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

今
、
武
に
、
従
来
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
主
た
る
説
を
取
り
挙
げ
て
み
れ
ば
、

大
筋
と
し
て
、
次
の
様
な
点
に
意
見
の
対
立
が
有
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
促
音
が
漢
字
音
の
入
声
の
影
響
に
よ
っ

て
成
立
し
た
と
す
る
考
え
方
（
山
田
孝
雄
・
朽
木
進
吾
）
と
、
そ
の
影
響
は
直

接（
注
る

か
つ
必
然
的
な
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
　
（
浜
田
致
）
　
と
す
る
考
え
方
と
が
あ

l
）
0

琴
一
に
、
漢
字
音
に
於
け
る
促
音
は
、
入
声
斑
尾
が
開
音
節
化
す
る
以
前
の

段
階
の
姿
を
引
き
つ
い
だ
も
の
と
す
る
考
え
方
（
橋
本
進
吾
）
と
、
開
音
節
化

し
た
後
に
、
和
語
が
促
音
便
化
し
た
と
同
じ
過
程
－
即
ち
、
無
声
子
音
問
に
は

さ
ま
れ
た
母
音
が
無
声
化
の
過
程
を
経
て
脱
落
し
、
前
の
子
音
が
後
の
子
音
に

．
同
化
さ
れ
て
成
立
I
で
成
立
し
た
と
す
る
考
え
方
（
浜
田
致
・
小
松
英
雄
・
小

林
芳
規
・
奥
村
三
雄
）
－
こ
れ
は
、
本
質
的
に
和
語
の
促
音
と
揆
字
音
の
促
音

（
注
2
）

と
が
同
じ
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
－
と
が
あ
る
。
尤
も
、
今
日
の
通
説
と
し
て

は
、
無
条
件
に
（
と
い
う
こ
と
は
、
前
者
の
考
え
方
が
全
く
無
視
さ
れ
た
形
で

克

明

論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
）
、
後
者
の
考
え
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
浜
田
氏
は
、
境
内
入
声
・
樟
内
入
声
の
場
合
と
舌
内
入

声
の
揚
合
と
で
は
全
く
事
情
が
異
な
り
、
舌
内
入
声
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
室

町
末
期
ま
で
入
声
↓
を
保
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
所
か
ら
、
促
音
化
は
こ
の

」
が
後
続
の
無
声
子
音
を
活
接
同
化
し
て
成
立
し
た
ー
従
っ
て
、
開
音
節
化
の

過
程
は
経
ず
に
ー
と
説
か
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
右
の
後
者
の
立
場
で
、
唇
内
入
声
字
の
促
音
化
を
考
え
る
場
合
、
そ

の
原
因
を
、
別
に
、
鋒
倉
時
代
以
後
に
新
し
く
承
来
さ
れ
た
宋
（
唐
）
音
に
於

け
る
斑
尾
の
喉
班
閉
鎖
音
化
の
影
桝
と
説
く
考
え
方
（
有
坂
秀
世
・
浜
田
敦
）

（
注
3
）

と
、
こ
れ
を
否
定
す
る
考
え
方
（
小
松
英
雄
）
と
が
あ
る
。

扱
、
右
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
重
点
の
置
き

所
に
相
違
は
あ
る
が
、
現
代
語
の
発
音
、
室
町
・
江
戸
時
代
の
内
外
の
文
献
資

料
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
文
献
資
料
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
、
特
に
漢
字
音
の

促
音
化
の
発
生
期
と
考
え
ら
れ
て
来
て
い
る
院
政
・
錐
倉
時
代
の
文
献
資
料
に

よ
る
立
論
は
、
当
該
部
分
が
、
仮
名
（
片
仮
名
）
「
ツ
・
チ
」
、
準
仮
名
「
レ
」

（
注
4
）

な
ど
で
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
唯
l
の
根
拠
と
し
て
な
さ
れ
て
来
た
。

し
か
し
、
こ
の
様
な
表
記
法
の
み
を
手
掛
り
と
す
る
事
に
は
、
そ
れ
な
り
の
限

界
が
あ
り
、
充
分
発
生
期
の
実
態
を
把
挺
す
る
事
は
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
促
音
部
を
「
ツ
・
チ
」
　
「
レ
」
で
哀
記
す
る
事
象
は
、
あ
く
ま
で
「
表



記
法
」
の
出
現
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
「
即
促
音
の
発
生
」
と
言

え
な
い
事
は
勿
論
で
あ
り
、
ま
し
て
「
ツ
表
記
促
音
表
示
法
」
の
発
生
し
た
ま

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

さ
に
そ
の
当
該
時
期
の
促
音
化
の
実
態
を
把
握
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
尚
、
そ

．
の
仮
名
表
記
以
外
に
何
ら
か
の
傍
証
を
必
要
と
す
る
と
考
え
る
。

こ
の
傍
証
が
他
に
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
な
い
も
の
か
ど
う
か
を
探
ら
ん
と

す
る
の
が
本
稿
の
主
目
的
で
あ
る
。

l
「
　
漢
字
音
に
於
け
る
促
音
の
表
示
浅

川
仮
名
「
ツ
・
チ
」
に
よ
る
方
法

既
に
述
べ
た
様
に
、
従
来
は
こ
の
「
ツ
・
チ
」
表
記
を
以
っ
て
促
音
化
が
論

じ
ら
れ
た
。
そ
の
早
い
例
は
、
院
政
末
期
の
例
が
極
怪
か
、
鎌
倉
初
・
中
期
の

例
に
つ
い
て
も
眼
ら
れ
た
数
畳
の
指
摘
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。
尚
、
従
来
指

摘
さ
れ
て
来
た
も
の
は
、
主
と
し
て
訓
読
資
料
や
片
仮
名
文
の
中
の
例
で
あ
っ

た
が
、
今
、
字
音
直
読
盗
料
に
目
を
向
け
て
も
、
そ
れ
等
の
場
合
と
同
様
の
傾

向
を
示
し
、
院
政
・
錐
倉
初
・
中
期
で
は
、
ま
だ
「
ツ
・
チ
」
表
記
の
例
は
殆

ど
見
山
せ
な
い
様
で
あ
る
。
こ
の
事
は
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
促
音
を
「
ツ
・

チ
」
で
衰
記
す
る
、
と
い
う
表
記
法
が
慣
用
と
し
て
の
固
定
を
見
せ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

試
み
に
、
字
音
直
読
資
料
で
、
促
音
を
「
ツ
」
又
は
「
チ
」
で
裏
記
し
た
古

い
も
の
は
、
鎌
倉
も
後
半
期
に
入
っ
て
漸
く
見
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で

は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
大
般
若
経
建
長
六
年
（
一
二
五
三
年
）
校
本
の

例
を
あ
げ
て
お
く
。
（
印
刷
の
都
合
上
、
声
点
を
割
愛
す
る
）

○
境
内
入
声
字
の
ツ
・
チ
表
記

ト

ノ

つ

　

　

ト

ヅ

　

　

ヨ

り

ノ

　

　

　

ホ

ヅ

　

ル

　

　

　

カ

手

わ

ク

指
居
u
u
、
掲
兄
】
〇
㌢
　
欲
界
N
O
u
、
北
倶
贈
洲
N
N
の
、
各
各
N
N
か
（
以
下
仝
八

っ

ノ

　

　

　

ヤ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ソ

倒
）
、
1
1
坑
光
N
3
、
亦
各
N
S
（
以
下
全
三
例
）
、
北
方
u
N
O
・
u
e
、

○
肩
内
入
声
字
の
ツ
・
チ
表
記

コ

ヅ

シ

ヤ

ウ

ホ

ヅ

　

　

シ

チ

　

　

サ

チ

　

　

　

　

　

キ

チ

業
瞳
〓
－
、
接
性
－
買
十
方
－
N
O
、
雑
色
－
宗
（
二
例
）
、
及
詔
N
の
∽
（
以
下

仝
十
例
）
、

な
お
、
舌
内
入
声
字
に
つ
い
て
は
、
本
来
そ
の
斑
尾
が
「
ツ
」
　
「
チ
」
で
表

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
仮
名
表
記
に
依
っ
て
は
促
音
の
表
示
か
ど
う
か
は

解
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

㈲
準
仮
名
「
レ
」
に
よ
る
方
法

例
え
ば
、
一
例
と
し
て
高
山
寺
蔵
古
往
来
蹄
倉
初
期
点
を
取
挙
げ
て
み
れ

ば
、
喉
内
入
声
字
を

ソ
レ足
下
舎
山

と
表
記
し
、
亦
舌
内
入
声
字
に
も

ハ
　
レ
カ
ウ
　
　
サ
レ
ス

棄
向
島
、
寮
G
か

と
衰
記
し
て
お
り
、
他
の
舌
内
入
声
字
の

ハ

イ

エ

ッ

　

　

ソ

レ

シ

ソ

ス

　

　

　

セ

ソ

　

　

　

　

ケ

ツ

葬
謁
－
、
損
失
－
品
、
殺
害
望
、
結
解
拐

等
と
異
な
る
表
記
法
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
和
語
の
促
音
便
と
目
さ
れ
る

部
分
を
、
無
表
記
と
共
に

コ

ソ

レ

す

　

モ

レ

す

　

　

ホ

レ

・
盟
　
N
N
㌢
持
N
食
、
（
穂
坂
∽
お
）
、

の
如
く
衰
記
し
て
い
る
所
か
ら
判
断
し
て
、
「
レ
」
は
促
音
の
表
記
に
使
用
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
同
様
な
例
と
し
て
は
、
西
南
院
蔵
和

（
注
5
）

泉
往
来
や
そ
の
他
片
仮
名
文
も
挙
げ
得
る
で
あ
ろ
う
。

㈲
声
点
に
よ
る
方
法
－
フ
入
声
の
特
立
に
よ
る
も
の

既
に
私
見
を
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
九
条
本
法
華
経
音
に
初
め
て
見
出
さ

れ
、
多
く
の
法
華
経
・
成
唯
識
論
・
な
ど
の
呉
音
甫
読
資
料
に
加
点
さ
れ
て
い

る
「
フ
入
声
」
と
け
う
声
点
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
来
た
様
な
ハ
行
転
呼
音
の

事
象
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
字
音
読
に
於
い
て
発
生
し
た
入
声
字
の
促
音

（
注
G
）

化
を
処
理
す
る
為
に
考
案
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



但
そ
の
様
に
考
え
た
場
合
問
題
に
な
る
の
は
、
境
内
入
声
字
の
場
合
に
も
促

音
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
方
法
で
は
そ
れ
が
無
視
さ

れ
た
事
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
桜
に
考
え
ら

れ
る
。
喉
内
入
声
字
は
下
接
字
が
力
行
音
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
促
音
化
し
た

（
注
7
）

為
に
、
音
甑
論
的
に
は
促
音
化
し
て
も
境
内
入
声
の
概
念
内
で
把
握
し
得
た
為

で
あ
ろ
う
。
入
声
字
の
中
、
残
っ
た
舌
内
入
声
字
に
つ
い
て
は
、
促
音
化
が
発

生
し
て
も
し
な
く
て
も
、
苦
細
論
的
に
、
促
音
＝
舌
内
入
声
音
、
と
い
う
把
握

が
有
っ
た
為
に
、
問
題
は
起
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
店
内
入
声
字
の
促
音
化
は
、
結
果
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
伝
統

的
な
入
声
の
把
握
－
「
入
声
は
、
フ
　
（
盾
内
）
、
ツ
・
チ
（
舌
内
）
、
ク
・
ヰ

l
′
ヽ
‘
′
’

（
境
内
）
」
I
が
破
ら
れ
、
「
入
声
は
フ
・
ツ
　
（
店
内
）
、
ツ
・
チ
（
古
内
）
、
ク

・
キ
（
喉
内
）
」
と
い
う
把
握
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
世
、
接
セ
ツ
、
経
ず
ヅ
、

の
様
な
イ
冨
内
入
声
字
へ
の
誤
認
へ
と
発
展
し
て
行
く
原
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

尚
、
こ
の
フ
入
声
の
持
立
に
よ
る
促
音
の
・
畢
示
・
処
理
方
法
は
、
法
華
経
を

中
心
と
す
る
呉
音
直
読
の
場
に
於
い
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
ほ
ぼ
疑

い
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
方
法
そ
の
も
の
の
成
立
を
問
題
に
す
れ
ば
、
そ

れ
は
、
＜
実
際
の
呉
音
読
誌
に
於
い
て
現
わ
れ
る
音
変
化
を
上
接
の
単
字
（
入

ヽ

　

ヽ

声
）
の
音
と
し
て
把
捉
－
し
か
も
な
る
べ
く
そ
れ
以
前
の
入
声
の
定
義
に
抵
触

し
な
い
形
で
ー
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
V
と
い
う
立
場
か
ら
考
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。

㈱
声
点
に
よ
る
方
法
－
親
鸞
の
方
法

規
定
が
字
音
語
の
加
点
に
於
い
て
、
入
声
字
に
対
し
て
「
キ
フ
」
「
ユ
ル
」

の
二
稀
の
声
点
を
区
別
す
る
独
特
の
方
法
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
吉

（
注
8
）

沢
義
則
博
士
、
小
林
芳
規
博
士
の
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
そ
の
小
林

博
士
の
御
指
摘
で
は
、
「
急
と
は
、
子
音
1
の
み
の
発
音
を
意
味
す
る
」
も
の

で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
見
て
来
た
桜
に
、
こ
の
時
代
は
広
く

促
音
化
が
起
っ
て
い
た
の
せ
あ
り
、
そ
の
実
際
の
加
点
に
於
い
て
も
、
舌
内
入

声
字
に
限
ら
ず
、
境
内
・
局
内
各
入
声
に
亘
っ
て
、
「
急
」
の
芦
点
が
加
え
ら

れ
て
い
る
所
か
ら
判
断
し
て
、
入
声
」
と
共
に
、
促
音
を
も
合
わ
せ
含
ん
で
示

し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
東
本
蠣
寺
蔵
草
稿
本
数
行
信
託
に
於
け
る
「
急
」
「
綬
」
　
の
声

点
が
ど
の
様
な
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
統
計
表
の
形
で
示
し
て
み
れ

ば
、
次
の
如
く
に
な
る
。

㈲
「
キ
フ
　
（
急
）
」
の
声
点

の
語
末
の
例

舌
内
入
声
－
清
急
2
2
餌
、

店
内
入
声
－
活
急
1

喉
内
入
声
－
活
急
9

何
語
中
の
例

淘
急
1
0
は
　
　
計
3
2
的

音
急
0

両
急
0

計



㈲
「
ユ
ル
　
（
綬
）
」
の
声
点

初
語
末
の
例

言
内
入
声
－
清
緩
0

局
内
入
声
－
活
緩
9

囁
内
入
声
－
清
綾
6
4
の

㈱
語
中
の
例

萬
綾
3

濁
綾
5

溝
窪
4
5
的

舌
内
入
声
の
」
と
、
店
内
・
境
内
各
入
声
字
の
促
音
化
と
を
「
キ
フ
」
と
し

た
も
の
と
考
え
て
、
特
に
間
題
と
な
る
の
は
、
唇
内
入
声
字
で
あ
っ
て
、
語
末

ユ

で
「
沼
急
」
の
加
え
ら
れ
て
い
る
一
例
（
「
法
」
）
1
境
内
入
声
字
で
あ
っ
て
、

ハ

ハ

ク

　

シ

ユ

サ

毒

　

　

ヤ

ク

語
末
で
「
清
急
」
の
加
え
ら
れ
て
い
る
九
例
（
「
被
泊
」
　
「
戒
秋
」
　
「
病
疫
」

り

ヤ

ク

　

　

セ

　

　

ヤ

キ

「
広
略
」
　
「
欲
」
　
「
玄
籍
」
　
「
光
沢
」
　
「
大
穂
」
　
「
遺
徳
」
）
及
び
境
内
入
声

字
で
あ
っ
て
下
接
字
が
力
行
音
以
外
で
あ
る
も
の
に
T
清
急
」
の
加
え
ら
れ
て

ラ

ク

　

　

コ

ク

シ

ム

　

　

　

　

　

　

ハ

ク

い
る
九
例
（
「
百
非
」
　
「
浩
都
」
　
「
翼
珍
」
　
「
自
製
天
」
　
「
百
王
」
「
自
動
天
」

へ

キ

レ

イ

　

　

ト

ク

「
辟
胡
」
　
「
禿
字
」
　
「
徳
目
l
ヶ
」
）
　
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
は
、
説
明
は
省
略
す
る

が
、
積
極
的
に
障
害
と
な
る
も
の
は
一
つ
も
存
在
し
な
い
。

右
の
問
題
例
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
も
「
清
急
」
の
声
点
で
あ

る
出
国
点
「
。
」
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
声
点
は
、
そ
れ
ま
で
の
長

い
歴
史
の
中
で
最
も
一
般
的
な
声
点
の
形
で
あ
り
、
こ
の
数
行
信
託
の
加
点
に

於
い
て
も
、
平
・
上
・
去
各
声
の
清
音
は
全
て
「
。
」
で
加
点
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
R
板
も
よ
く
使
わ
れ
る
「
。
」
を
た
ま
た
ま
入
声
の
「
清
急
」

と
し
て
使
用
し
た
た
め
に
、
加
点
の
途
次
で
、
そ
の
与
え
た
機
能
を
不
用
意
に

忘
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
私
極
的
に
「
清
急
」
を
示
し
て
い
る
も
の
と
は
考
え

難
い
と
判
断
す
る
。

か
く
し
て
、
親
悟
は
、
入
声
音
」
と
促
音
と
を
「
キ
フ
」
の
声
点
で
、
そ
れ

以
外
の
間
音
節
化
し
て
い
た
も
の
を
「
ユ
ル
」
の
声
点
で
把
捉
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。こ
の
方
法
は
、
そ
れ
以
前
の
「
入
声
は
フ
ッ
ク
チ
キ
」
と
い
う
伝
統
的
な
考

え
方
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
の
発
声
読
謁
に
於
け
る
音
声
を
観
察
し
、
発
音
が

急
か
綬
い
か
－
つ
ま
る
か
つ
ま
ら
な
い
か
－
と
l
P
っ
観
点
か
ら
そ
れ
を
上
接
字

，
へ
の
符
号
と
し
て
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
字
の
速
読
に
よ
る
音
声
変
化
を

上
接
字
の
単
字
の
音
で
把
握
し
た
と
い
う
点
で
は
、
フ
入
声
の
特
立
の
方
法
と

本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
親
班
の
方
法
は
そ
の
前
後
の
時
期
に
他
に
同
期
の
も
の
を
見
出
す
こ
．
と

が
出
来
な
い
所
か
ら
判
断
し
て
、
親
ば
一
代
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
字
音
直
読
資
料
に
於
け
る
「
合
符
」
の
機
能

川
訓
点
資
料
の
合
符

平
安
初
期
以
後
の
訓
点
資
料
に
使
用
さ
れ
た
合
符
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫

（
注
9
）

博
士
が
、
そ
の
著
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
」
で
触
れ
ら
れ
、
日
大



壁
二
蔵
法
師
衰
啓
、
地
蔵
十
輪
経
、
大
智
度
論
等
々
に
、
「
口
●
□
」
の
形
で
、

音
連
合
・
訓
連
合
の
橘
嬰
で
持
つ
も
の
と
し
て
出
現
し
て
い
る
事
、
佃
特
に
少

数
の
例
外
以
外
は
、
主
に
音
連
合
を
主
と
し
て
い
る
事
（
東
大
寺
諷
前
文
稿
・

百
法
規
幽
抄
等
々
で
は
音
合
し
か
な
い
）
、
㈹
後
に
（
初
見
は
西
大
寺
蔵
大
日

真

∵

｝

　

　

　

　

H

川

ヽ

l

経
長
保
二
年
点
）
　
「
ロ
ー
□
」
　
「
ロ
ト
ロ
」
の
如
く
に
符
号
の
位
置
が
分
か
れ
た

事
、
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
音
合
符
・
訓
合
符
は
、
そ
の
後
、
後
世
ま
で
使
わ
れ
、
亦
訓
点
資
料
に

限
ら
ず
、
広
く
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。

斑
、
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
を
見
波
し
て
み
る
と
、
こ
の
合
符
が
使
用
さ
れ

て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
本
文
の
訓
読
部
分
の
み
で
は
な
く
、
陀
羅
尼
の
音
訳

部
分
に
も
存
す
る
事
に
気
づ
く
。

管
見
に
入
っ
た
、
最
も
古
い
陀
羅
尼
へ
の
合
符
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金

剛
界
儀
軌
古
点
で
あ
る
。
碁
注
・
A
B
C
…
…
は
本
誌
の
7
4
頁
参
照

ハ

り

チ

ヤ

鉢
A
T
夜
虻
八
“
（
永
延
元
年
九
八
七
年
点
）

シ
ヤ竿
窯
場
底
（
長
保
六
竺
〇
〇
四
年
点
）

薩
壷
l
曳
鑑
　
（
長
保
六
年
点
）

次
い
で
、
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
儀
軌
永
久
六
年
（
二
一
八
年
）
点
。

囁
勃
壷
に
（
巻
上
）
B
棄
摂
底
粛
㌘
巻
上
）

ホ琴
C
に
控
二
等
）
隼
賢
路
B
（
巻
下
）
．

底
l
也
醇
（
巻
下
）
C
底
胱
夢
二
巻
下
）

霊
媒
（
竿
）
㌫
忙
（
竿
）

引

チ

り

即
野
鶴
瀞
㌘
巻
下
）
哺
準
E
B
に
（
巻
下
）

ニ

ヤ

　

　

　

　

　

ニ

り

以
下
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
等
が
比
較
的
早
い
時
代
の
管
見
に
入
っ
た
も
の

で
あ
る
。

残
存
の
資
料
で
見
る
限
り
、
合
符
は
、
陀
羅
尼
の
部
分
へ
よ
り
も
、
本
文
の

訓
読
文
に
現
わ
れ
る
も
の
の
方
が
早
い
様
で
あ
り
、
陀
羅
尼
へ
の
合
符
は
、
「
二

合
」
注
記
そ
、
の
も
の
と
し
て
（
右
に
見
る
様
に
、
陀
羅
尼
へ
の
合
符
は
全
て

「
二
合
」
の
部
分
に
加
え
ら
れ
て
い
る
）
別
個
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、

訓
読
に
於
け
る
「
二
字
（
乃
至
そ
れ
以
上
）
一
単
位
指
示
」
と
し
て
の
合
符

が
、
そ
の
ま
ま
応
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
無
難
で
は
な
い
か
と
思
う
。

要
す
る
に
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
合
符
は
、
本
文
の
訓
読
及
び
陀
羅
尼
の
音

読
に
於
い
て
、
そ
れ
の
加
え
ら
れ
て
い
る
上
下
字
を
一
単
位
と
し
て
取
扱
う
べ

き
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
お
い
て
差
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

㈲
字
音
直
読
資
料
に
於
け
る
合
符

斑
、
漢
文
に
加
点
さ
れ
た
資
料
に
は
、
訓
読
し
た
資
料
の
他
に
、
字
音
で
直

ち
に
読
ん
だ
資
料
が
あ
る
。
こ
の
項
で
は
、
そ
の
字
音
直
読
資
料
に
使
用
さ
れ

て
い
る
合
符
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
な

ま
ず
、
漢
音
で
直
読
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
見
る
。

漢
音
直
読
資
料
で
管
見
の
及
ん
だ
も
の
の
内
、
蒙
求
や
理
趨
経
諸
本
に
は
合

符
が
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
（
略
し
て
孔
雀
経
）
の
み
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
孔
雀
経
の
中
で
も
比
較
的
加
点
時
代
の
古
い
院
政
期
以

前
の
も
の
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

管
見
に
入
っ
た
最
も
古
い
合
符
使
用
資
料
は
、
仁
和
寺
蔵
の
建
久
八
年
頃

（
一
一
九
七
年
）
加
点
本
で
あ
り
、
続
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
貞
応
三
年

刊
記
本
、
東
京
大
学
国
語
研
究
宝
蔵
康
平
六
年
書
写
識
語
本
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
等
諸
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
合
符
は
、
加
え
ら
れ
て
い
る
数
に
多
少
の

ち
が
い
は
存
す
る
が
、
性
格
は
全
て
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
仁
和

寺
本
を
以
て
代
表
と
し
、
そ
の
仝
用
例
を
掲
げ
て
み
る
。
な
お
挙
例
に
あ
た
っ

て
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
性
格
に
よ
り
、
①
陀
羅
尼
に
加
え
ら
れ
て
い

5



る
も
の
、
◎
本
文
中
の
固
有
名
詞
の
音
訳
字
に
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
、
◎
本

文
の
意
訳
字
に
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
、

に
分
類
し
て
、
出
現
腰
に
示
す
。

碧空よ占舌喜古壷壱
3　3　誤　害　　　　の

嶽鐸難関∴こ
中
畠
リ

⑦
固
有
名
詞

滞
l
伽
梵
　
上
山
㊥

l
プ
クI
l
迦
綾
　
上
－
－
？
巳
で
－
N
u

p
．
っ
ソ
　
ホ
ク
キ
ヤ

B
蘇
目
－
怯

夕
子
ホ
ク
　
キ
ヤ

接
地
粗
●
伎

サ
　
ケ
．
り
　
キ
ヤ

婆
釣
得
－
迦

ラ
ク

句

1

；

1

迦

キ
ャ
ー
t
ヤ
ク
キ
ヤ

掲
諾
－
迦

キ
ヤ
セ
フ
　
ハ

迦
餌
l
波

シ
ヤ
ク
キ
ヤ
ホ
ウ
チ

繹
l
迦
牟
尼

サ
ク
カ

上
巳
∽

上
〓
口

上
－
N
－
上
－
N
山

上
の
N
Y
下
N
3
・
中
巴
∽

上
“
N
可
・
下
N
3

上
山
N
で
下
N
ロ

索
」
詞
　
上
山
u
T
下
N
a

窯
㌘
だ
上
富

卯
嘉
に
　
主
題

和
解
也
に
主
監

P
聖
賢
上
N
苫

扇
引
払
出
佗
上
N
拐

シ
ヤ
析
－
迦
哩
　
下
N
可

キ

ヤ

ユ

ヤ

掲
諾
l
迦
　
　
下
巴

々
′囁
l
普
　
下
N
合

計
が
灯
下
N
苧
N
畠

シ
プ
チ
　
　
ケ
イ

質
底
目
－
渓
　
中
品

ハ
キ
ク

薄
－
倶
羅
　
中
N
O
・
の
ー

ハ

　

ク

ケ
フ劫
－
比
羅
　
中
N
－
・
下
－
宗
（
計
八
例
）

ウ

ラ

ク

烏
洛
－
迦
　
中
N
可

マ

ン

タ

ラ

ク

旦
撃
洛
1
迦
　
中
∽
㌶

キ

ャ

ラ

ク

タ

ク

掲
句
K
l
迦
　
中
∽
笥

セ

イ

ハ

ラ

ク

勢
裟
搭
－
迦
　
中
試
可

ケ

プ

ビ

レ

イ

劫
－
比
黎
　
下
－
宗

㊥
意
訳
字

t
r
タ
カ
ク

狗
－
壁
　
上
∽

或
－
借
　
上
で
下
巴
可
（
計
七
例
）

バ
　
ラ
ク

按
I
】
迦

“
リ
ヨ
ク

阿
カ
ー
迦

l
つ
ヤ謁
カ
ー
迦

按
カ
ー
迦
タ

N
I
駄
迦

セ
フ
　
ハ

迦
葉
－
波

ホ
　
タ
ラ
ク
　
キ

小
u
u
O

中
u
g

中
試
○

中
∽
∽
○

中
∽
巴

下
N
N
N
・
N
N
u

ヤ

捕
但
洛
－
迦
　
下
N
g

へ
ィ
サ
ム
ハ

吠
映
l
播
野
那
　
下
N
巳

サ
レ
ケ
ゥ

波
利
得
－
迦

ハ
ク

枇
羅
英
－
迦

ホ
ラ
ク

坦
洛
l
迦

p

鉢
－
按
多

フ
ナ
ウ
タ
ク

物
郡
K
－
迦

フ
ッ
　
タ
タ

シ
ャ
燦
－
迦
庭

l
つ
ヤ掲
得
－
迦

シ
ヤ
ク

索
l
迦

サ
ク
ラ
ク
キ
ヤ

郎
洛
－
迦

中
山
の

．
中
∽
田

中
の
可
・
笥

中
可
－中
∞
－

中
－
O
N

中
－
畠

中
－
－
？
下
山
N
？
“
畠

中
u
N
¢

碍雷鵠帯革畢畢
上
品
・
中
‥
T
下
蔓
計
十
一
例
）

上
－
？
中
U
u
の

上
品
上Uu上
呂

上
－
○
①

上
巳
N
・
中
N
お
・
巴
u
・
下
山
0
－

上
こ
の

上
－
N
－

上
－
お
・
中
ロ
？
下
山
台

上
－
3上－
コ

上
N
U
山
・
中
N
お
・
巴
－

芸濃忘
ン

上
N
㌫
・
下
怨
の

上
N
3
・
∽
畠

上
N
a

入
－
衆
　
上
N
a

エ
ヅ越
－
界
　
上
N
苫

二
十
八
－
大
　
上
山
合
（
計
四
例
）

雷
－
祥
　
上
“
畠
（
計
八
例
）

主
．

結
－
其
　
上
“
∽
の
・
中
N
畠
・
下
怒
－

サ
フ
シ

雑
l
使
　
上
山
コ
（
計
五
例
）

北
⊥
カ
　
上
合
－

法
－
者
　
上
畠
山

ハ
ブ
．

里
l
光
　
中
島

ク
ワ
ウ

作
－
光
　
中
監

ヨ
ク
欲
1
国
　
中
－
0
0

キ
ヨ
ク

極
－
糞
　
中
－
0
0

－　6　－



セ
キ
赤
l
黄
色

結
l
地

十
l
方

ハ
フ
ク
エ
イ

法
－
兄

ケ
フ
サ
ツ

劫
l
殺

ケ
フ
璃
l
痛

ソ
ク足
－
行

結
l
界

ケ
ツ業
l
者

中
－
宗

中
】
N
O

中
】
u
N

中
N
O
訪

中
N
u
？
∽
○
Ⅵ

中
N
畠
・
下
山
0
－

中
已
可

中
た
富

中
い
0
－

シ
ゥ

七
－
宿
　
下
－
宗
こ
筑

ク
ヰ
ヤ
ウ

舌
－
凶
　
下
N
S
・
N
G

カ
ク各
－
居
　
下
N
－
○

柘
－
角
　
下
N
拐

シ
ツ七
l
正
　
下
N
S

エ
ツ
越
l
者
　
下
N
3

シ
チ
質
－
者
　
下
N
u
“

各
l
各
　
下
u
u
の

法
l
住
　
下
い
い
∽

陀

計

以
上
の
例
か
ら
、
漢
音
聖
弼
資
料
中
の
合
符
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
。陀
罪
尼
に
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
二
合
」
注
記
の
部

分
に
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
訓
点
資

料
中
の
陀
毘
尼
の
倉
持
と
共
通
す
る
。
然
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
「
二
合
」

注
記
の
無
い
部
分
に
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
見
出
せ
る
事
が
見
逃
せ
な
い
点

で
あ
る
。

今
、
従
来
か
ら
見
出
さ
れ
る
、
こ
の
「
二
合
」
．
注
記
の
部
分
に
加
え
ら
れ
た

合
符
を
二
応
の
ぞ
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
上
接
字
を
見
る
と
、
一
見
し
て

明
ら
か
な
様
に
全
て
入
声
字
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
事
が
解
る
。
そ
し
て
こ
の

入
声
字
で
あ
る
事
は
、
陀
羅
尼
に
甲
ら
ず
、
固
有
名
詞
の
音
訳
字
・
意
訳
字
に

共
通
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
上
接
字
が
全
て
入
声
字
で
あ
る
事
を
前
提
に
し
て
、
下
接
字

と
の
対
応
関
係
を
求
め
て
見
る
と
次
の
桜
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
合
注
記
の
例
は
の
ぞ
く
）

右
の
実
態
か
ら
、
ど
の
様
な
事
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
陀
羅
尼
に
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
下
接
字
が
全
て

日
本
漢
音
と
し
て
の
無
声
子
音
字
で
あ
る
事
（
つ
ま
り
漢
音
の
原
音
の
仝
清
・

次
清
・
仝
淘
字
で
あ
り
、
声
点
は
全
て
単
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
）
、

脚
下
接
字
の
子
音
と
上
接
字
の
入
声
粕
尾
は
三
内
の
範
疇
で
対
応
し
て
い
る
事

（
つ
ま
り
、
唇
内
入
声
字
は
下
接
字
が
ハ
行
音
、
喉
内
入
声
字
は
下
接
字
が
力

行
音
で
あ
る
）
、
の
二
点
が
指
摘
出
来
る
。
闇
が
ど
の
様
な
意
味
を
持
つ
か
今

（
注
1
0
）

詳
述
は
略
す
が
、
日
か
ら
判
断
し
て
、
合
符
は
、
促
音
化
し
た
音
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

固
有
名
詞
の
音
訳
字
に
つ
い
て
も
、
右
の
日
は
そ
の
ま
ま
認
め
る
事
が
出
来

る
。
間
に
つ
い
て
は
多
少
の
異
例
が
見
出
さ
れ
る
が
、
促
音
化
の
指
示
と
見
る

時
の
支
障
と
な
ら
な
い
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
文
の
意
訳
字
に
つ
い
て
も
、
目
に
つ
い
て
は
異
例
が
全
く
見
出
さ
れ
な

い
。
脚
に
つ
い
て
は
更
に
丁
で
う
異
例
が
多
い
が
、
し
か
し
全
体
を
促
音
化
の

指
示
と
見
る
時
の
支
障
と
は
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
、
孔
雀
経
漢
音
直
読
資
料
中
に
見
出
さ
れ
る
合
符
は
、
訓
点
本
中

に
見
出
さ
れ
る
「
上
下
一
単
位
指
示
」
機
能
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
拡
大
さ

れ
て
、
更
に
、
日
本
漢
字
音
と
し
て
の
漢
音
読
覇
の
際
に
現
わ
れ
る
促
音
化
を



示
す
機
能
を
有
し
て
い
る
と
見
る
事
が
出
来
る
。

尚
、
ち
な
み
に
述
べ
て
お
け
ば
、
こ
の
建
久
点
以
後
の
諸
本
に
於
い
て
、
必

ず
し
も
共
通
の
部
分
に
合
符
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て
、
促
音
化
も
そ

れ
ぞ
れ
の
読
訴
者
に
依
っ
て
揺
れ
の
あ
る
形
で
起
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
固

定
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
様
で
あ
る
。

次
に
、
呉
音
更
班
資
料
に
於
け
る
合
符
に
つ
い
て
見
る
。

呉
音
濱
読
資
料
に
は
、
四
種
相
違
輿
成
唯
望
囲
、
中
論
偶
輿
大
般
若

経
、
法
華
経
、
な
ど
が
あ
る
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
聖
衆
来
迎
寺
蔵
法
華
経

諌
倉
初
期
点
の
み
に
、
合
符
が
あ
る
。

今
、
こ
の
資
料
の
合
符
例
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

法
l
顎
　
巻
一
N
∞

獄
l
苦
　
巻
一
N
u

図
－
界
　
巻
一
山
∽

ヒ

ッ

ハ

ク

甲
迫
　
巻
一
雷
・
肇
冨
○

撃
－
鼓
　
巻
一
3

若
・
干
・
巻
二
等

七
・
費
　
巻
二
誤

椎
・
色
　
巻
二
拐

各
l
各
　
巻
二
雷

及
l
見
　
巻
二
〓
“

若
－
田
　
巻
二
〓
∽

及
l
謡
　
巻
ニ
ー
宗
・
N
8

若
l
見
　
巷
ニ
ー
N
の

ク

若
・
狗
　
巻
ニ
ー
u
u

セ
ツ
稀
l
作
　
巻
ニ
ー
3

1
つ
フ
急
－
追
　
巻
ニ
ー
巴

右
に
見
る
様
に
、

こ
の
場
合
も
亦
全
て
上
按
字
は
入
声
字
で
あ
り
、
下
接
字

と
の
関
係
は
左
表
の
如
く
全
て
無
声
子
音
字
に

続
く
場
合
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

法
華
経
呉
音
読
の
場
合
の
合
符
も
、
促
音
化
の

指
示
と
い
う
槻
能
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

輿
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
孔
雀
経
・
法
華
経
の
合
符
に
依
っ
て
促
音

化
を
表
示
し
て
い
る
資
料
全
体
を
通
じ
て
、
同
時
期
に
於
け
る
合
符
を
使
用
し

な
い
で
促
音
化
を
表
示
し
て
い
る
資
料
に
対
し
て
田
著
な
相
違
が
あ
る
と
い
う

事
で
あ
る
。

そ
の
相
違
と
い
う
の
は
、
音
変
化
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
促
音
を
振
り
仮

名
に
は
絶
対
に
表
記
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
即
ち
、
合
符
使
用
の
資
料
で

は
、
上
接
の
入
声
字
は
全
て
、
舌
内
入
声
字
－
ツ
・
チ
、
店
内
入
声
字
－
7
、

境
内
入
声
字
－
ク
・
キ
、
と
い
う
単
字
と
し
て
の
正
し
い
形
の
振
り
仮
名
し
か

加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
ツ
」
表
記
さ
れ
て
い
る
例
は
全
巻
通
じ
て
l
つ
も
見

出
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
漢
字
音
の
読
み
方
の
奉
不
法
と
し
て
言
え
ば
、
＜
単
字
l
字
一

字
そ
れ
自
体
を
正
し
く
把
握
乃
至
表
記
し
な
が
ら
、
か
つ
、
実
際
の
読
話
に
表

わ
れ
る
音
変
化
を
同
時
に
表
示
す
る
∨
為
の
合
理
的
な
方
法
と
し
て
、
合
符
が

使
用
さ
れ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

右
の
考
え
方
の
綾
に
沿
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
促
音
化
を
、
置
接
仮
名
の
形

で
表
出
す
る
方
法
は
、
読
調
音
を
表
音
符
号
と
し
て
の
仮
名
で
そ
の
読
ま
れ
る

音
そ
の
ま
ま
に
哀
記
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

フ
入
声
点
あ
る
い
は
親
鑑
の
「
キ
フ
」
「
ユ
ル
」
の
声
点
も
亦
同
じ
く
、
実

際
の
読
翌
呈
そ
の
ま
ま
表
示
し
よ
う
と
し
た
所
に
考
宣
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
こ
と
が
出
来
る
が
、
仮
名
表
記
と
の
ち
が
い
は
、
「
舌
内
入
声
＝
促
音
」
と

い
う
把
握
を
媒
介
に
し
て
、
上
接
字
の
声
点
で
表
示
す
る
と
い
う
方
法
上
の
ち

が
い
だ
け
で
あ
る
。
亦
、
フ
入
声
点
と
親
鰐
の
方
法
と
の
ち
が
い
は
、
フ
入
声

点
の
特
立
に
よ
る
方
法
が
、
法
華
経
読
前
の
昔
餌
学
に
於
け
る
伝
統
的
な
定
義

「
入
声
は
フ
（
局
内
）
、
ツ
・
チ
（
舌
内
）
、
ク
・
キ
（
喉
内
）
」
と
い
う
こ
と

が
、
あ
く
ま
で
共
裏
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
に
対
し
、
親
琵
の
方
法
は
、
純

8



粋
に
「
発
音
が
キ
フ
か
ユ
ル
イ
か
」
と
い
う
音
声
観
察
の
み
の
立
場
か
ら
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
所
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
に
、
整
理
し
て
み
る
と
、
漂
字
音
の
促
音
化
と
い
う
事
象
は
、
と
ら

え
方
の
違
い
に
扱
っ
て
、
そ
の
表
示
方
法
に
．
も
違
い
が
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
に

な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

斑
、
そ
れ
で
は
、
字
音
的
読
資
料
に
於
け
る
合
符
が
促
音
化
を
奉
示
す
る
方

法
で
あ
っ
た
と
い
う
、
そ
の
事
の
発
見
に
依
っ
て
、
従
来
の
促
音
化
の
考
え
方

に
対
し
て
、
ど
の
様
な
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
本

項
の
最
後
に
そ
の
点
に
ふ
れ
て
お
き
七
い
。

第
一
に
、
厨
内
入
声
、
舌
内
入
声
字
は
、
下
接
字
が
無
声
子
音
字
な
ら
ば
、

．
い
ず
れ
の
場
合
に
も
促
音
化
が
起
っ
た
の
に
対
し
、
境
内
入
声
字
の
促
音
化
は
、

原
則
と
し
て
下
接
字
が
力
行
音
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
。
現
代
決
語
に
つ
い
て
こ
の
傾
向
の
あ
る
事
に
つ
い
て
は
、
既
に
浜

田
氏
の
論
究
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
珪
倉
時
代
か
ら
こ
の
傾
向
が
変
ら
な
い
も

の
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
た
だ
し
「
北
方
」
の
雑
に
、
特
定
の
場

合
に
は
、
力
行
以
外
の
下
接
字
の
場
合
の
促
音
化
が
起
り
得
た
株
で
あ
る
が
、

極
め
て
例
外
的
で
あ
る
）
。
境
内
入
声
字
の
促
音
化
が
力
行
音
下
接
の
場
合
に

限
ら
れ
る
の
は
、
音
声
学
的
に
見
て
、
子
音
K
の
調
音
点
が
一
番
奥
に
あ
る
た

め
、
次
に
サ
・
タ
・
ハ
行
の
音
が
来
る
場
合
、
容
易
に
調
音
点
の
移
行
が
出
来

に
く
い
と
い
う
所
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
舌
内
入
声
↓
と
音
変
化
と
し
て
現
わ
れ
る
促
音
と
が
区
別
さ
れ
て

い
た
ら
し
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

仁
和
寺
孔
雀
経
で
合
符
の
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
の
上
接
字
が
舌
内
入
声
字

で
あ
る
ヒ

ヅ

シ

ユ

　

　

ハ

チ

　

　

工

ブ

　

　

　

　

　

キ

L
・
猫
∵
「
心
、
甲
起
、
甲
界
、
吉
・
群
、
結
・
其
、

等
の
様
な
例
と
、
同
資
料
に
於
け
る

シ
ソ
　
　
シ
ヅ
へ
イ
　
シ
ユ
ツ

一
切
、
悉
皆
、
疾
病
、
山
家
、

等
の
様
に
、
合
符
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
の
違
い
が
、
具
体
的
に
ど
う

で
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
た
場
合
、
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
は
、
両
者
に
差
異

は
な
く
、
た
だ
合
符
が
慈
恵
的
に
加
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
方

も
有
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
、
合
符
の
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

店
内
・
境
内
の
場
合
と
同
じ
く
、
全
て
下
接
字
が
無
声
子
音
の
場
合
で
あ
る

し
、
▼
孔
雀
経
全
巻
を
通
じ
て
同
じ
文
字
面
の
も
の
に
限
っ
て
合
符
付
の
例
が
重

出
す
る
と
い
㍉
つ
傾
向
を
見
て
取
る
事
が
出
来
る
。
従
っ
て
、
こ
の
舌
内
入
声
字

へ
の
合
符
も
、
単
に
慈
恵
的
に
加
を
り
れ
た
と
考
え
る
事
は
出
来
な
一
い
は
ず
で

あ
る
。一
般
に
、
通
説
で
は
、
室
町
期
ま
で
は
、
舌
内
入
声
に
限
っ
て
、
母
音
の
加

わ
ら
な
い
「
↓
」
と
い
う
形
で
伝
謁
さ
れ
て
来
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
．
「
日
蔚
辞
書
」
中
に
見
出
さ
れ
る
i
t
d
O
（
一
導
、

〓
t
j
e
t
（
筆
舌
）
、
冒
t
n
e
t
（
発
熱
）
、
j
i
t
g
u
e
t
（
日
月
）
、
箆
t
b
u
t
（
殺
仏
）
の
如
く

ロ
ー
マ
字
表
記
が
取
り
挙
げ
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
例
で
注
意
す
べ
き

は
、
語
中
に
あ
る
「
↓
」
は
全
て
有
声
音
の
前
に
位
毘
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
無
声
音
の
前
に
位
置
し
て
い
た
と
思
わ
れ
を
も
の
は
、
全

て
、
I
c
c
a
（
一
家
）
、
l
p
p
a
i
〓
杯
）
、
i
s
s
a
c
u
j
i
t
　
（
一
昨
日
）
、
≡
a
n
（
一

（
注
1
1
）

旦
）
、
の
如
く
促
音
化
し
て
い
た
と
考
え
得
る
。
こ
の
様
な
室
町
時
代
の
実
態

は
、
歴
史
的
に
は
、
「
有
声
音
の
前
に
現
わ
れ
る
古
内
入
声
は
、
下
接
字
が
有

声
音
で
あ
る
そ
の
た
め
に
促
音
化
せ
ず
に
残
っ
た
も
の
で
あ
り
、
無
声
子
音
の

前
に
来
る
も
の
は
促
音
化
し
て
、
本
来
の
姿
T
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
時
代
を
攣
ら
せ
る
な
ら
ば
、
あ

る
時
代
に
於
い
て
は
、
無
声
子
音
に
上
接
す
る
場
合
に
も
、
舌
内
入
声
の
本
来



の
姿
」
か
促
音
化
し
な
い
形
で
読
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
辣
倉
初
期
に
於

い
て
は
、
ま
だ
孔
雀
経
や
法
華
経
読
請
の
場
で
は
、
無
声
子
音
の
前
で
も
入
声

」
の
音
価
を
隼
っ
て
読
ま
れ
、
一
部
に
少
し
つ
つ
促
音
化
が
発
生
し
た
、
そ
の

促
音
化
し
た
場
所
に
、
倉
持
が
加
え
ら
れ
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
の
が
最
も
合

理
的
で
あ
る
様
に
思
う
。

今
、
実
例
で
以
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
如
く
に
な
ろ
う
。

平
安
　
　
院
政
・
鎌
倉

口
月
j
i
t
的
u
e
t
V
j
i
t
g
已
e
t
V

一
切
i
t
s
e
i
 
V
i
t
s
e
i
V

室
町

j
i
t
g
u
e
t
）
有
声
音
が
下
接

】
S
S
e
】

L
l
蕃
r
i
t
s
j
u
V
f
i
s
s
j
t
l
呑
符
加
苺
▽
f
i
s
s
j
u

）
無
声
音
が
下
接

普
通
に
は
、
「
舌
内
入
声
」
＝
促
音
」
と
平
安
・
珪
倉
時
代
を
通
じ
て
把
捉

せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
漠
音
祀
読
あ
る
い
は
呉
晋
直
読

の
場
に
於
け
る
巌
正
な
字
音
知
識
を
練
磨
し
た
階
級
に
於
い
て
は
、
入
声
」
と

普
変
化
と
し
て
の
促
音
と
を
区
別
し
て
把
握
す
る
場
合
の
有
っ
た
事
を
認
め
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

斑
、
か
く
し
て
舌
内
入
声
の
み
が
周
音
節
化
さ
れ
ず
に
後
世
ま
で
伝
承
さ
れ

た
為
に
、
同
じ
く
「
入
声
字
の
促
音
化
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
そ
の
過
程
に
於

い
て
は
、
従
来
の
考
え
方
に
従
う
な
ら
ば
、
他
の
二
つ
の
入
声
の
場
合
と
は
異

っ
た
も
の
で
一
ぁ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
舌
内
入
声
字
の
促

音
化
は
冊
音
節
化
の
過
程
を
経
ず
に
、
他
方
、
栴
内
・
境
内
入
声
字
の
促
音
化

は
一
度
間
音
鈍
化
の
過
程
を
経
て
、
成
立
し
た
弱
に
な
る
。
但
し
、
こ
こ
で
注

意
を
要
す
る
の
は
、
店
内
入
声
・
境
内
入
声
の
間
音
節
化
に
関
し
て
の
実
情
が

極
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
漠
字
音
は
も
と
も
と
外
来
語
で
あ

る
。
特
に
湧
音
と
呼
ん
で
い
る
所
の
も
の
は
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
尚
し

ば
ら
く
は
原
語
と
の
接
触
が
有
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
外
来
語
と
し
て
知
識

的
に
学
習
・
習
得
し
よ
う
と
努
力
し
た
階
級
に
於
い
て
は
、
原
音
に
．
対
し
て
か

な
り
の
程
度
習
熟
し
て
い
た
と
前
提
す
る
事
は
、
残
さ
れ
た
文
献
に
照
し
て
み

て
も
、
そ
う
無
理
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
芦
母
の
有
気
・
無
気
、

ま
で
も
区
別
し
得
た
階
級
の
人
々
が
、
入
声
の
専
・
戌
が
発
音
出
来
ず
、
全
て

悶
音
節
化
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
は
ず
、
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う

か
、
筆
者
に
は
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
み
れ
ば
、
孔
雀
経
や
法

華
経
を
読
ん
だ
学
僧
達
は
、
な
お
、
舌
内
入
声
に
限
ら
ず
、
唇
内
・
喉
内
入
声

に
つ
い
て
も
母
音
の
加
わ
ら
な
い
形
で
伝
承
し
、
そ
こ
か
ら
重
接
促
音
化
が
発

生
し
た
と
す
る
考
え
方
も
否
定
し
去
る
郭
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
、
尚
検
討
を
要
す
る
。

以
上
、
合
符
に
よ
る
促
音
表
示
法
の
存
在
を
指
摘
す
る
事
に
依
っ
て
新
た
に

得
ら
れ
た
と
考
え
る
所
を
述
べ
た
。

問
題
が
多
岐
に
亘
っ
た
の
で
、
一
応
、
以
上
を
粗
め
て
締
め
く
く
り
と
し
た

い
。
0
　
漠
字
音
の
促
音
化
を
表
示
す
る
方
法
と
し
て
、
①
仮
名
「
ツ
・
チ
」
で
表

記
、
⑦
準
仮
名
「
レ
」
な
ど
で
表
記
、
③
フ
入
声
持
立
に
よ
る
、
④
「
キ
フ
」

「
ユ
ル
」
の
声
点
に
よ
る
、
⑤
合
符
に
よ
る
、
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。

う
　
こ
れ
等
の
方
法
の
分
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
案
さ
れ
た
場
に
於
け
る
字
音

学
習
の
態
度
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
合
符
は
、
単
字
と
し
て
の
字
音
を
正

し
く
把
出
し
っ
つ
、
実
際
の
読
誼
音
に
於
け
る
音
変
化
を
も
同
時
に
示
そ
う
と

し
た
も
の
で
あ
り
（
　
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
方
法
は
、
む
し
ろ
視
点
が
、
実
際

の
読
謁
音
に
あ
り
、
実
際
読
請
で
そ
れ
ぞ
れ
の
単
字
を
ど
う
読
む
か
を
示
そ
う

と
し
た
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
、
合
符
に
依
る
促
音
の
表

示
法
は
、
他
の
方
法
と
同
時
に
使
用
さ
れ
る
事
が
な
い
　
（
孔
雀
踵
は
勿
論
、
呉

音
読
で
あ
る
聖
衆
来
迎
寺
本
法
華
経
で
は
フ
入
声
を
使
用
す
る
声
点
体
系
で
加

10



点
さ
れ
て
い
な
い
し
、
既
述
し
た
様
に
、
舌
内
入
声
以
外
が
「
ツ
」
表
記
さ
れ

た
例
も
磨
無
で
あ
る
）
　
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
は
相
互
に
交
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
。

缶
　
院
政
鉦
倉
時
代
に
お
け
る
沌
字
音
の
促
音
化
に
お
い
て
は
、
境
内
入
声
字

の
場
令
は
、
原
則
と
し
て
下
接
字
が
力
行
音
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。

和
　
合
打
に
よ
っ
て
促
音
を
奉
不
す
る
方
法
を
生
み
出
し
た
場
に
お
い
て
は
、

舌
内
入
声
」
と
、
音
変
化
と
し
て
の
促
音
を
区
別
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
方
法
を
生
み
出
し
た
場
で
は
、
両
者
を
一
括
し

て
同
じ
も
の
と
把
握
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

郡
　
促
音
表
示
と
し
て
の
合
符
の
発
生
は
、
現
存
の
資
料
に
よ
る
限
り
で
は
、

苦
・
訓
合
符
（
一
単
位
指
示
）
1
陀
甜
尼
二
合
表
示
符
（
一
単
相
指
示
1
背
締

約
指
示
）
－
促
音
奉
示
符
（
苦
締
約
指
示
）
、
の
過
程
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も

の
と
考
え
る
。

〔注〕．

1
　
山
川
孝
雄
「
同
語
の
中
に
於
け
る
沌
語
の
研
究
」
、
柿
木
進
吉
「
同
語
音

朝
史
」
、
浜
田
敦
「
促
音
と
蟹
昔
（
上
）
」
（
「
人
文
研
究
」
第
一
巻
一
号
）

2
　
橋
本
進
吾
注
1
引
用
讃
、
浜
田
致
注
1
引
用
論
文
、
小
松
英
雄
「
日
本
字
音

に
お
け
る
窮
内
入
声
粕
尾
の
促
音
化
と
舌
内
入
声
音
へ
の
合
流
過
程
－
中
世
博

士
家
訓
点
資
料
か
ら
の
跡
付
け
－
」
（
「
固
語
学
」
第
2
5
軽
）
及
び
「
日
本
声
調

史
論
考
」
、
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
「
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
」
特
拉
号
2
）
及
び
「
国
語
史
中
世
」
（
「
解
釈
と
鑑
質
」
昭
和
4
4
年

1
2
月
号
）
．
奥
村
三
雄
「
古
代
の
音
甑
」
（
「
講
座
国
語
史
2
・
音
斑
史
文
字
史
」
）

3
　
有
坂
秀
世
「
国
語
音
頸
史
の
研
究
」
、
浜
田
敦
注
1
引
用
論
文
、
小
松
英

雄
注
2
引
用
論
文

4
　
注
2
引
用
論
文
参
照

5
　
小
林
芳
班
注
2
引
用
論
文
参
頂

6
　
「
日
本
法
字
音
に
於
け
る
唇
内
入
声
字
の
促
音
化
と
フ
入
声
」
（
「
国
語
学
」

第
9
9
集
）

7
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
尚
別
に
、
次
の
桜
に
考
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
即

ち
、
フ
入
声
が
考
案
さ
れ
た
当
時
の
そ
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
な
お
入
声
は
l

椴
に
入
破
音
を
保
っ
た
形
で
学
習
さ
れ
て
お
り
、
辰
内
入
声
の
み
が
母
音
を
伴

っ
た
p
u
の
形
で
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
。

8
　
吉
沢
義
則
　
「
本
楯
寺
本
敏
行
信
詔
点
注
の
筆
者
に
就
い
て
」
　
（
「
国
語
国

文
の
研
究
」
）
、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
歌
行
信
託
古

点
」
（
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
2
餌
）

9
　
鐸
正
編
第
三
部
H
漢
語
の
源
流
に
つ
い
て

サ

フ

ハ

1
0
　
今
、
「
F
・
披
哩
」
の
例
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
挟
訳
字
は
、
梵
語
の
〔
s

a
－
p
a
－
r
i
〕
を
音
訳
し
た
も
の
で
為
る
。
こ
の
様
に
、
漢
訳
時
に
、
下
接
字

の
転
子
音
と
三
内
の
範
囲
で
対
応
す
る
入
声
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
所
に
起

因
す
る
。
院
政
期
以
後
、
陀
羅
后
の
音
読
が
原
音
離
れ
し
て
、
漢
訳
字
そ
の
も

の
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
様
に
な
り
、
s
a
p
u
－
p
a
V
s
a
p
p
a
と
な
っ
た
時
点
で

合
符
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
一
応
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
陀
羅
尼
の

入
声
字
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
平
安
初
期
か
ら
、
「
連
声
」
と
い
う
事
が
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
と
の
関
連
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る

が
、
今
は
省
略
す
る
。

‖
　
有
声
音
の
前
に
あ
る
」
が
促
音
化
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
に
だ
一
例
、

f
i
d
d
a
i
（
肇
台
）
が
見
出
さ
れ
る
。

〔
後
記
〕
本
稿
の
要
旨
は
、
昭
和
五
十
年
春
期
訓
点
語
学
会
で
発
表
し
た
。
そ

の
際
の
質
疑
に
従
っ
て
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
信
州
大
学
助
教
授
）
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回
・
広
島
大
学
前
身
諸
校
の
被
爆
記
録
が
刊
行
さ
れ
た
。
原
爆
問
題
に
関
す
る

広
島
大
学
の
学
問
的
寄
与
の
集
成
は
次
の
機
会
に
ま
と
め
ら
れ
る
事
に
な
っ
て

い
る
。今
回
刊
行
さ
れ
た
内
容
は
「
被
災
の
概
況
」
　
「
死
覆
者
名
簿
（
教
職
員
の
部

学
生
生
徒
児
童
の
部
）
」
「
手
記
（
遺
稿
、
遺
族
、
生
存
者
、
留
学
生
）
」
を
中
心

に
、
各
界
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
　
「
広
島
大
学
原
煩
死
毀
者
追
悼

式
記
録
」
、
他
、
当
時
の
写
裏
資
料
等
を
付
す
。
生
存
者
の
手
記
の
中
、
土
井

忠
生
、
藤
原
与
一
両
先
生
の
書
か
れ
た
も
の
に
は
、
当
日
の
研
究
室
の
状
況
、

図
書
の
被
災
か
ら
終
戦
に
及
ぶ
一
こ
ま
一
こ
ま
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
A
5
、

三
九
六
ペ
ー
ジ
。
昭
和
五
〇
年
八
月
刊
。
非
売
品
）

現
在
、
第
七
十
号
の
網
集
に
入
っ
て
い
る
。
好
諭
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

御
投
稿
を
願
い
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

御
投
稿
を
承
け
る
こ
と
、
当
誼
を
発
行
す
る
こ
と
、
会
費
の
納
入
を
仰
ぐ
こ

と
、
と
い
う
三
点
は
、
相
乗
的
な
因
果
関
係
に
あ
る
。
会
員
諸
氏
の
、
よ
り
一

局
の
御
協
力
と
御
批
正
と
を
賜
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
T
・
M
）

編
集
後
記

泣
み
き
っ
た
空
の
青
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
が
映
え
る
。
研
究
室
に
も
、
秋

が
訪
れ
た
。
熱
気
に
む
せ
な
が
ら
汗
を
し
ぼ
っ
た
の
は
、
つ
い
昨
日
の
よ
う
で

あ
る
。恒
例
の
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会
は
、
来
る
十
一
月
二
十
二

・
三
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
員
各
位
の
多
数
の
出
席
を
望
み
た

い
○さ
て
、
国
文
学
致
第
六
十
九
号
を
お
届
け
す
る
。

会
費
納
入
に
留
様
の
御
協
力
を
賜
り
、
お
か
げ
で
、
当
誌
の
発
行
も
極
め
て

順
調
で
あ
る
。
印
刷
方
面
も
、
従
来
に
も
増
し
て
好
調
で
あ
る
。

こ
の
度
も
、
大
学
院
学
生
会
貝
に
校
正
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
。
負
担

は
少
な
く
な
い
。
縛
に
今
回
は
夏
期
休
暇
中
で
も
あ
っ
た
。
誤
脱
を
防
ぐ
た
め

に
、
執
筆
者
に
よ
る
校
正
を
本
旨
と
し
た
い
が
、
期
日
の
関
係
も
考
慮
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
つ
ら
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

M K I q・E C A

嫡砲塔皐裟罷製
N L J H　冨　p B

碩藁尾久絶酪璃

日
　
文
　
学
　
敬
　
第
六
十
九
号

昭
和
五
十
年
十
月
一
口
　
　
印
　
刷

昭
和
五
十
年
十
月
一
口
　
　
発
　
行

（
非
売
品
）

編
集
人
　
　
広
高
大
学
国
語
同
文
学
会

発
行
人
　
　
広
島
千
束
千
田
町
（
〒
七
三
〇
）

い
、
高
大
学
文
学
部

同
語
学
国
文
学
研
究
室
内

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会

印
刷
所

代
　
　
表
　
　
稲
　
賀
　
敬
　
二

振
替
口
座
　
広
島
　
五
六
一
一
番

ひ

ろ

け

い

印

刷

所

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形




